
 

 

 

 

１０月１２日開催 八地申第２号 

 

～交渉で明らかとなった事実経過③～ 

８月２５日 Ａさんの９月の勤務発表。 

８月２６日 支社が弁護士事務所に『第三者行為災害報告書』の提出期限を延長 

する１回目の相談をする。⇒９月１２日まで期限延長 

８月下旬  支社が本社に相談。 

９月上旬  出向先と勤務時間での記入についての相談。 

９月１２日 支社が弁護士事務所に『第三者行為災害報告書』の提出期限を延長 

する２回目の相談をする。⇒９月３０日まで期限延長 
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組合：期限を延長したときに、（Ａ社員に）会えていないと言ったのか？ 

会社:そこまでは伝えていない。 

組合：本人に会えていないという説明もなしに延長を繰り返せば、弁護士事務所の 

受け止めはどうなのか？ 

会社:延長は承認いただいているので心配ない。 

渡していないＡさんと弁護士事務所に対して無責任な対応では？！ 

 
～交渉で明らかとなった事実経過④～ 

９月１８日 支社が出向先を訪問し、Ａさんに『第三者行為災害報告書』を記入してもらう日程を

調整。 

９月２７日 『第三者行為災害報告書』が８月９日に発送されてから４９日後に 

支社社員がＡさんに手渡す。その時に「今書いて欲しい」と話す。 

      Ａさんは「持ち帰りたい」「もう少し時間が欲しい」「９月３０日の

提出は不可能」と答える。 
 

その③へ続く 

会社:会社としてはＡさんに不安を与えないように 

フォローしながら対応する方がいいと考えた。 

丁寧に対応したいと対面でお渡しすることを 

優先させた。 

 

どこが「不安を感じさせない 

丁寧なフォロー」だ！ 


